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企業・自治体推薦について 

 

【試験区分の概要】 

 高校等卒業者（予定者含む）で企業・自治体の農業生産分野への採用予定者として推薦を行い、同企業・自

治体自ら、同学生を卒業まで何らかの支援を行うことを想定する。卒業後は同企業・自治体への就農を想定する。な

お、本校は入校者が卒業後、同企業・自治体に雇用就農することに関して、保証および補償するものではありません。 

 

【試験区分出願条件】 ＊学生募集要項抜粋 

①高等学校若しくはこれに準ずる学校若しくは中等教育学校を令和９年３月に卒業見込みの者、 

または卒業をして、令和９年４月１日現在で４０歳未満の者。 

②道内の農業法人や農業関連産業の長、地方自治体の長が推薦する者。 

③合格した場合は、本校に入校することが確実な者。 

④北海道内で就農の意志がある者。 

⑤普通自動車運転免許、大型特殊自動車運転免許の取得が確実な者。 

雇用就農予定者の推薦枠であり、農機具販売・飼料肥料販売・JA職員等の就職予定者は対象外です。 
 

 

【提出書類】 

学生募集要項（ｐ４）をご確認ください。なお、出願後、企業・自治体の長の推薦書に不備（雇用就農予定

者ではない場合等）がある場合、受理できません。 

 

【試験内容】 

学生募集要項（ｐ４）をご確認ください。 

 

【企業・自治体が行う支援例】 

（１）推薦した学生の経済的支援（学費や生活費）を行い、卒業後支援元に雇用就農してもらう。 

（２）推薦した学生に対して個別のインターンシップを企画し、卒業後支援元に雇用就農してもらう。 

（３）本校在籍期間が新規就農者の研修期間（全部もしくは一部）に含めることができる。 

（４）課業休業期間において、推薦元によるセミナーや研修会を実施し、雇用就農後の試用期間を短くする。 

上記のように支援例を書き出しましたが、同様のことを実施しなければならいということでありません。本校推薦制

度を活用し、企業・自治体の雇用就農者もしくは新規就農者の採用者技術習得支援による採用者数向上を図

ることを狙いとしています。北海道農業の担い手採用および育成に、本校と企業・自治体が一体となり取り組んでい

く仕組みだと考えてください。 

 

 


